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東li:国立文化財研究所は,昭 和27年4月1日発足したが,そ の前身であ り母体とな
ったものは,昭和5年 に創設された政府機関の帝国美術院附属美術研究所である。
このx術 研究所は,大 正13年7月,帝国〕さ術院長r爵 故黒川消輝の遺言により美術
奨励事業のために寄付出掲 した資金で遺言執行人が選択決定した事業である。すなわ






















同4年5刀 遺言執行人代表者樺山愛輔は,建物 ・設備 ・研究資料等一切の外に
金15万円をそえて帝国美術院長に寄附を願い出た。











同10年1月28日鉄筋コンクリー ト造,2階 述,延 面積129㎡の書庫が竣工 した。











同 年7～8月 酒川 沐 川家倉庫に疎1粥した図Y.料 を爆撃の危険を避けるため,




















同26年1月31日美術研究所組織規程が定められ第一研究部 ・第二研究部 ・資料部 ・
庶務室が置かれた。
同27年4刀1日 文化財保護法の一部が改正,東京文化財研究所組織規程が定められ,
美術部 ・芸能部 ・保存科学部 ・庶務室の3部1室 が置かれ,美 術研究所組織規程が
廃止された。
また,文 化財保護委員会事務局保存部建造物課保存科学研究室も廃止された。
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(木材 材 質 改 良 学)
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名1 退 職 時 官 職 名
一 冒
江 上 繧
田 村 悦 子
猪 川 和 子
美 術 部 長
〃
修 復 技 術 部 長





情 報 資 料 部 長
美 術 部 長
美術部第二研究室長


















































事 業 管 理
一 般 研 究











文 部 本 省
各 所 修 繕

































































瞬 獄 表司 交 付 額
江 木 義 理
伊 藤 延 男
三 隅 治 雄
増 川 勝 彦
山 梨 絵美子
鈴 木 友 也









































































































A.一 般 研 究
1.美 術基準作品の研究
わが国古代中世の美術工芸品のうち,鯛宝 ・重要 文化財あるいはそれに準ずる優作






















































































B.特 別 研 究
「壁画 ・障壁回の実証的研究」(4か年、汁画の第3年度)



























あり,その研究に必要な資料の収集,整 備及び記録の作成のための撮影 ・録音 ・録画
などの作業を行 う。また,研 究の結果は刊行 ・夏期学術講座 ・公開学術講座などによ
って公表する。
本年度は,部 をあげて行っている特別研究「伝統芸能の保存組織のあり方の研究」の
第3年 次として,能 ・歌舞伎 ・文楽等における伝承者組織とそれをささえる保存組織
のありようを調査 ・研究した。 また,科"研 究費補助金による研究としては「東アジ
ア文化圏からみた沖縄卸踊技法の特質 とその舞踊譜化の研究(一般研究㊨)研究代表者
三隅治雄)」を行い,「醍醐寺の密教法会と建築空聞に関する総合的研究」(総合研究(A)
研究代表者 東京大"f教授 稲垣栄三)には,佐藤道子が研究分担者として参加 した。
演劇研究室
演劇研究室は,日 本占典演劇について芸能学的に調査 ・研究を行い,また,こ れら
潴芸能の周辺にあって,伝統芸能の成立に深い関係をもつ諸分野についても調査研究
一17一





















年度は,昨 年度に引統き過去20年間の録音収集資料をもとにして,華厳 ・法相 ・天台・
真言諸宗派の紛養法要の構成形式を比較分析し,論義法要の蕗形式の展開を追求する
ことを試みた。また,こ の研究課題に関わる各宗派の法会の輿地測査も実施 している
じ わん ね ぺつしようりゆうげえ























概要 ・形態 ・用法等を分析し,客 観的 ・体系的に解明すべ く調査研究を進めている。
(蒲生 ・羽田)
7.民 俗芸能の民俗的基盤の研究










調 査 研 究
特に遊戯歌の芸謡的要素についての調査研究を行った。(三隅 ・仲井 ・中村)




承組織の諸相を考察し,また,現 に各地にある保存会 ・」冬成会 ・愛好会等の実態を調





究(B)研究代表者:三 隅治雌1ひ院 分担者 宜保栄治郎)
わが国の伝続芸能の…翼を占める沖縄の舞踊は,そ の歴史的,地 理的状況から,周

































体的には,文化財の材質 ・構造を知るため,γ線 ・X線 ・紫外線 ・赤外線などを用い
た非接触的な ア法を開発し応用する研究を行っている。









































オンクロマ トグラフィーで分析 して紬晶の生成要因について検討 している。
2.保 存及び展示環境等に関する研究
(1)施設内環境調在


























調 査 研 究
樹脂)のホキシングについて,走査電子顕微鏡による比較検討を行った。
イ 美術工芸品には,乾 燥状態に好んで生育するカビが繁殖 して被害を与える。
軸装,収蔵庫から分離 したカビから新種が発見されたので,そ の分類学的研究
を行った。
































B.特 別 研 究
金属文化財の材質技法及び保存に関する科学的研究(4か年計画の第2年 次)




の場A,主 成分の銅,ス ズ,鉛 のほか,ア ルミニウム,カルシウム,ク ロム,鉄,ニ




















































淵 久夫,研 究協力 者 久保哲三,、F尾良光,二 浦定俊,永嶋正春,青 木繁夫)
弥生時代,古墳時代,奈良平安時代のガラス試料を約250;;i収集 し,螢光X線 法 と
放射化分析法で成分を分析 した。




研究対象としては,絵 画,彫 刻,工 芸晶,瞥 跡,考 古資料,建 造物及び民俗資料等
極めて広範囲の文化財があげられる。






















A.一 般 研 究
1.伝 統的製作技法及び修復技術の研究
(1}金工品の研究




た。さらにサン トリーx術館所歳の南蛮蒔絵 タンス,螺 釦大盆・ノく和文華館所蔵の堆
黒 ぐり盆についてX線 透視撮影等の洲査を行った。(中里)
③ 装潰技法 ・和紙製造技術の研究
















体(商品名アクリラック)の濃厚溶液(30-40%)を注入 して再接着 した。 この樹脂は溶
液Ti合によって製造され,比 較的分r暇 が低いので溶剤に溶けやすい。そのため接着
而からはみ出した樹脂は簡胸 こ除去することが可能である。顔料層が剥落して木地が
露出している部分については,市 販nモ デリングペース ト(アクリルエマルションと





















通常の大きさの古文書を取り扱 うには,比 較的小型のポンプで ト分な効果が得られ る
方法を開発 した。(増田)
一Zg-一
調 査 研 究
5.金 属文化財の保存修復研究
鉄製品は,昨 年に引き続きアリカリン ・サルファイ ト法を酒田市出土蕨 手刀に対 し

































械的に削 り落 とす ことにした。また,汚損した煉瓦壁面のクリーニングには水洗や重
炭酸アンモン水溶液が効果があるが,ク リーニング後の煉瓦表面は風化 した多孔質な








除去,新 石材のエポキシ樹脂による貼 りつけ補填を行 うぺきと判断した。
重要文化財大分県宝筐印塔の保存修復処置について調査指導を行った。半解体 し取






















B.特 別 研 究
金属文化財の材質技法及び保存に関する科学的研究(4力年、言卜画の第2年 次,保存科
学部と共同研究)



















木友也,研 究分担者 江本義理,馬 淵久夫,見 城敏子,新井英夫,石川陸郎,門 倉武
夫,三 浦定俊,中里寿克,西 浦忠輝,茂 木曙,増 田勝彦,樋_.irr'f治,青木繁夫,柳 沢
孝,三 宅久雄,小 西口卓也)






































5.情 報 資料 部
(1)概 要
情報資料部は,従来美術部資料室の行ってきたX術 に関する研究資料の作成,収集,

















料の整理 ・保管 ・閲覧を行っている。また,日本 ・東洋占美術関係の文献目録を作成
しており,各年分は『日本美術年鑑』に掲載 し一定期間毎に総合 ・増裾1し『日本 ・東洋古
x術文献 目録』として刊行している。現在,昭和41年～60年分について編纂作業をすす
めている。
写 真資 料研 究室
研究用写真資料の作制,収 集,整 理,保 管,閲 覧を行うとともに,各研究者の調査
研究活動に協力 して研究資料を撮影 し資料の充実につとめた。また,こ れに平行して
X術研究所当時に撮影 したガラス製写真原板の転写を昨年度に引続き実施 した。
② 各 論













人麿像の調査研究を行 うとともに,南 北朝 ・室町絵画の画讃資料の整理 ・研究を進
一35一





















次男:研究分担者 柳澤 孝,田 実栄子,置完 久雄,関 目jE之,三輪英夫,佐 藤








]情 報 資 料 部
類似 す る も のの,そ の 構 造 の 複 雑 な 学 術 雑 誌 所 載 文 献 デ ー タ ベ ー ス の構 築 と キ ー ワ ー
ドの 抽 出,検 索 プ ログ ラ ム を伴 っ た デ ー タ ベ ース モ ヂ ル を作 成 した 。
(il雑誌 所 載 美 術 史 文献 デ ー タ ベ ース 当 該 デ ー タベ ー ス の構 成 は 雑 誌 典 拠 フ ァイ
ル,雑 誌 台 帳 フ ァイ ル,文 献 フ ァイ ル,キ ー ワー ド文献 対 応 テ ー ブル,キ ー ワ ー ドフ
ァイル か ら成 る 。 文 献 デ ー タ は6,000件の 人 力 を 終 え たが,こ れ に は 文 献 書 誌 の ほ か
文 献 分類 ・ジ ャ ンル ・地域 ・国 ・時 代 コ ー ドが付 され てい る 。
(21キー ワー ド 上 記 文献 デ ー タ の 内容 に即 した キ ー ワ ー ドの 収 集 も同tに 行 っ た。
この キ ー ワ ー ド群 は 美 術 史 デ ータ ベ ー ス にお け る 各デ ー タフ ィール ドへ の 多 角 的 な ア
ブ ロ ーチ を 可能 に す る検 索 語 群 と して管 理 す ぺ く分 類 ・属 性 の 決定 を 行 っ た。
(3)デー タペ ース モ デ ルの 作成 上 記 デ ー タの 中 か ら「国 華」所 載 文献(昭 和4ユー60
年)を サ ン プル と して 文 献,紅}誌デ ー タ ・分 類 コ ー ド ・キ ー ワ ー ドよ りな る デ ー タ ペ ー
ス モ デ ル を 作成 し,検 索 プ ログ ラ ム を これ に付 した 。

















調 査 研 究
物保護科学研究所,敦 焼研究院関係者一 と協議を行い,ま た,敦焼滞在中(13日～
16日)敦煽莫高窟壁画の保存状態,環 境条件等の現地調査を行った。
団長 内 田 弘 保
伊 藤3男
江 本 義 理
福 田 正 己
鶴 田 武 良
















①:著 書 ・編 誉 ②:論 文
日召x[161.4角げll召不062.3
③:解 説 ④:研 究発ノ乏 ⑤:講演 ・放送 ⑥:そ の他
美 術 部
柳濯 孝(美術部畏)

















③ 「日本大百科全書 全25巻 小学館」の染織 ・服飾関係項目を分担執惟,完了
した。62.2














山邊 コ レク シ ョン田 別 冊 源 流 社61.10
「美 術 研 究」33661.8
川 越 市 古 谷 公 民 館61.9-x61.10
大 宮 市 大 宮 公 民 館61.10～61.11
「]しotus」762.2
「三 彩 」47362.2








⑤ 近代日本画と西洋絵画融合の歩みX術 部 ・情報資料部公開学術講座61.11
-39一
調 査 研 究
山梨絵美子(第二研究室)
② 美術1.ア メリカ絵画史2.肖 像彫刻から芸術へ3.建 築と工芸の流れ
「アメリカ ・ハンドブック」 三省堂61.10




④ 明治20年セオ ドア ・ウォレス展の「安仲」による展押をめ ぐって
明治x術 研究学会第19回例会61,12






② 口本における仏教J'と 仮而芸能 一鬼を中心に一
③ 比叡山の伝統行事
④ 醍醐寺における悔過会の諸間題
④ 日木におけろ仏教f1"と仮面芸能 一鬼をi心 に一
⑥ イタリアの若者と
廣瀬 美都(演劇研究室)
② うたとかた りをめ ぐる南封様式化の諸相
新 葉≡ネt61.8～12
「Jlillofヒ貝'f」27661.9
「季 刊 自然 と 文化 」61.12
「月 刊 文化 財 」61.4
顕 密 仏教 研 究 会61.4












「1¥楽と音楽学一 服部 ・;ξ三先生還暦記念論文集」 貯楽之友社61.11
② 初期の三味線を絵画に見る(1)～(2}「 季刊邦楽」49～5061.12.62.3
③ 邦楽用語辞典 補遺編(3}～(4》 「季刊邦楽」47～4861.6～61.9
③ 仔 野の摘Pt」解説 「干野の摘草」 べりかん社61.8
④ 近世初期風俗画に描かれた三味線について 東洋1Y.楽学会定例研究会61.9
⑥ 蹄遣い,豊 竹筑前少橡,ii5.竹比太夫(井野辺潔 ・横道寓里雄ほか)
「義太夫節の様式展開」 アカデミアミュージック61.11
高桑いつみ(肖:楽舞踊研'究室)































「み ん よ う文 化 」61.4.62.3
酒屋唄 ・津軽山唄 ・北海よされ節 ・稗掘節 ・北海盆唄 ・網のし唄 ・岩室甚句





















「国宝 高松塚 占墳壁画一保存と修理」 文化庁62.3
② サン トリー美術館所蔵の中国清代に鰻造されたガラス容器の螢光X線 分析






















一 一 一 一一 一 一 一 一一 　
主 要 研 究 業 績
③ 考 古 遺 物 に 秘 め られ た 情 報 「科 学 」56-961.9
④ 古 代 青 銅 原 料 の キ ャ ラ クタ リゼ ー シ ョン
第22回応用 ス ペ ク トロメ トリー東 京討 論 会(東 京 商 船 大 学)62.3
⑤ 日本 の 古 代 史 の 謎 に 迫 る青銅 器 の さ び の 分析 腐 食防 食 協 会 講 演61.4
⑥ 金 銅 仏 の 鉛 同 位 体 比 の 測 定 に つ い て
第19回東 京国 立博 物 館 資 料 館 セ ミナ ー62.3
見城 敏 子(物 理研 究 室 長)





⑤ 文 化 財 の保 存 環 境 文化 財 保 存 対 策 研 究 所61.4
⑤ 文 化 財 の保 存 対 策 ㈲ 文化 財 虫害 研 究 所61.9
新 井 英 夫(生 物 研 究 室 長)
① 文 化 財 にお け る防 菌 防 徴 「防 徽 ハ ン ドブ ック」 技 報 堂61.5
1Qllbiodeterioramentodeibeniculturali:libridocumentioperegrafiche.
「SCRIPTAVOLANT」PARKER61.7
① 文 化 財 の防 菌 防 徽 剤 「防菌 防 徽 剤 事 典 」 日本 防 菌 防 徽 学 会61.8
QtAntimicrobialFactorsFoundinVirginTumuli
PBiodeterioration6dABCInternationalMycologycalInstitute61.12
① 文 化 財 劣 化 微 生 物(徽 ・細 菌),博 物 館 等 にお け る燃 蒸 庫,文 化 財 の 生物 劣化
防 除 対 策 「文化 財 の 虫菌 害 と保 存 対 策 」 ㈲ 文 化財 虫 害研 究所62.3
① 高 松 塚 古 墳 壁 画 の 微 生 物 学 的環 境 と その 対 策
「国宝 ・高 松 塚 古 墳 壁 画 一 保 存 と修理 一 」 文化 庁62.3
② 文 化 財 保 存 科 学 に お け る走 査電 子 顕 徽 鏡 の 利用(1),(Ⅱ)
古 代 漆 下 地 技 法 と紙 の褐 色 斑 解 明へ の試 み(見城,鈴 木 と共 著)
「日本 電 子 ニ ュー ス」26(2),〔3)61.4,6
-43-一
































② 高松塚占墳壁画修理の溶剤蒸気除去対策 「国宝高松塚占墳壁画」 一保存と
修復一 文化庁62.3
② 三ケ日町出 ヒ銅鐸の腐食生成物の分析結果 「受託研究報告書」62.3
⑤ 口本における油彩画の劣化について
第8回 文化財科学研究会講演会大会61.5




② 彩色建造物に川いられる顔 料の劣化試験 「科学研究費報告書」62.3
④ 紫外線の絵画への応用 保存科学部研究会61.5
⑤ 文化財展示照明 博物館 ・x術館等の保存担当学芸員研修会61.8




② エミシオグラフィによる絵馬の調査(神庭信 幸と共同)「 保存科学」2662.3





④ エ ミシオグラフィーに用いるフィルムの選択 保存科学部研究会61.9
⑤ 温湿度の計測,測 定器機の補正,科学写真のu化 財への応用
博物館 ・x術館等の保存担当学芸員研修会61・8




調 査 研 究
森 八郎(生物研究室)




② 防 虫 ・防 徽 額 縁 に つ い て(予 報)
QDistribution,Damage,CurrentandPotentialControlMeasuresofthe
FormosanSubterraneanTermite,CoptotermesformosanusShiraki,in
Japan.(英文)「llr文 化 財 の 科 学」3161.12
④ 防 虫 ・防 徴 額 縁 につ い て(r報)第8回llr文 化 財 手ミ1学研 究 会 大 会61.5
⑤ トライ&ト ライ(シ ロア リの 道 しるペ フ ェ ロモ ン)NHK・TV61.5
⑤ ク ロー ズ ア ツプ(シ ロ ア リ)NHK・TV61.6
⑤ 文 化 財 の虫 害 と防 除(第8回 文 化 財 虫 徽 害 保 存 研 修 会)
㈱ 文化 財 虫害 研 究所61.9
⑤ 文 化 財 虫 菌 害 防 除 作 業 主任 者 の研 僻 と能 力認 定 のll緯習 会
側)文化 財 虫 害研 究所62.2
鈴 木 友 也(修復 技 術 部長)
① 大 山祇 神 社 と武 士 の信 仰 「国 宝 へ の 旅 」第4ypll木 放 送 幽 版 協 会61.12
② 文 化財 保 存 修理 論(試論)「 保 存 科 学」2662.3
⑤ 武 士 の 晴 姿x意 職 と僧 仰 一 熟 川 神 宮,中 日新 聞 社61.1
⑤ 保 存 修 復概 論 博物 館,x術 館 等 の 保 存担 当 学 芸 員 研 修61.8
⑤ 工 芸 品 の 修 復 と調 査61年 度 指 定u化 財 展 示 取 り扱 い1・`N会 文 化 庁61.9
中 里 寿 克(第1修 復 技 術研 究室 艮)
② 鎌 倉 時 代 漆 芸 技 法 資 料1補 遺 ・一梅 蒔 紙 予箱'三 嶋 大社 蔵 一
「保 存 科 学」2662.3
増 田 勝 澄(第2修 復 技 術 研 究 室 長)
③ 古 文化 財 科学 研 究 会 の 沿 革 と第8回 大 会 よ りの所 感 「月刊 文 化 財 」27461.7









③ 和紙の製造 「文化財の虫菌害と保存対策」 ㈱文化財虫害研究所62.3
④ 〔報告〕 斜光照明装置 「保存科学」2662.3
⑥ 表具の科学 博物館,美 術館等の保存担当学芸員研修61.8
⑤ 欧米における紙本文化財の修復について
61年度指定文化財修理技術者講習会 文化庁61.9
⑤ 紙製文化財の保存 第5回 文化財保存研修会 群馬県立歴史博物館61.10






⑥ 和本,i{iの 保存と修復 一漉嵌機による修復一 資料保存研究会例会
資料保存研究会62.3
⑥ 図書館のための保存科学1986年 図書館大会第12分科会 図書館協会62.3
⑥ 高松塚古墳壁画の損傷状況とその修理(渡辺と共著)
「国宝高松塚古墳壁画 一保存と修理一 」 文化庁62.3
⑥ 高松塚古墳壁画修理記録原図の作成
「国宝高松塚古墳壁画 一保存と修理一 」 文化庁62.3
⑥ 高松塚古墳壁画の修理器貝と使用材料(渡辺と共著)









調 査 研 究
「文化財の虫菌害と保存対策」 働文化財虫害研究所62.3
② 高松塚占墳壁画の剥落どめと合成樹脂
「国宝高松塚占墳壁画 一保存と修理一 」 文化庁62.3
③ 文化財の保存処理 一木材 ・石材一
「コンセルポ」No.7文化財保存計画協会61.6
⑤ 保存材料 埋蔵文化財発掘技術者研修会61.5
⑤ 文化財の修理 一i三として木造,石 造文化財を中心に一
東京都文化財セミナー61.6
⑤ 部材の科学的補修 文化財建造物修理技術行溝習会(上級 コース)61.9
⑤ 合成樹脂による文化財の保存と修復
第8回 文化財の虫菌害傑存対策研修会61.9























⑤ 金属文化財の保存修復 博物館 ・美術館等の保存担当学芸員研修61.8
⑥ 三ケ日町猪久保遺跡禺上銅鐸の保fr一修復に関する研究 「受託研究報告」62.3
⑥ 高松塚占墳出上金属製IIIの応急的保fr一処理























「美 術 研 究」33962.3























調 査 研 究
⑥ 中国のイエシロアリ属(翻訳)「 文化財の虫菌害」12
鈴木 廣之(写真資料研究室)






























































顔料彩色層(胡粉,黄 量Jの粉状側落の防il:処置について 樋口清治 ・岡部昌子





鎌倉時代漆芸技法資料1補 遺 中里 寿克




∫.ブ リュネ ・P.ヴ ィダル ・J.ヴーヴェ ・三浦定俊(訳)
イクロム作成のキーワー ド 伊藤 延男
一52一
出 版




「各 種 文 化 財 に 関 す る 専 門 家 の 養 成 」をh題 と した,所 長 担 当 の 国 際 研 究 集 会(60.11.
18～11.21)のプ ロ シ ー デ ィ ン グ ス(英 文)を 刊 行 した 。 今 回 は,博 物 館 等 に お け る 文 化
財 保 存 の 技 術 者,各 種 文 化 財 の 修 復 技 術 者 の 養 成 な らび に 伝 統 芸 能 の 後 継 者 の 養 成 に
関 連 した 内 容 を 取 扱 っ た 。 本 プ ロ シ ー デ ィ ン グ ス に は,発 表 論 文,質 疑 応 答,総 合 討








































































図 録A4判 変型,114頁,原色版8頁,単 色版74頁




















2.田 楽 芸 と さ さ ら
3.田 楽 芸 と さ さ ら
7月8日(火)
4,田 楽 芸 と さ さ ら
5.風 流 芸 と さ さ ら
6.風 流 芸 と さ さ ら
7月9日(水)
7.風 流 芸 と ささ ら
8.風 流:芸と さ さら
9.巡 遊芸 と ささ ら
7月10日(木)
10.巡 遊 芸 と ささ ら





(3}川植 踊 の さ さ ら
(1}風流 踊 をi置心 に
②n獅 ∫・1


















2.保存科学概論 保存科学部長 江本 義理
3.人 文科学と自然科学 所 長 伊藤 延男
8月19日(火)
4.男 海外における保存制度 ・1亨門家要請の動向 伊藤 延男
5.文 化財の分析化学1保 存科学部化学研究室長 馬淵 久夫
6.文 化財の分析化"II馬 淵 久夫
8月20日(水)
7.保 存修復概論 修復技術部長 鈴木 友也
8.展 示環境1一 環境と劣化一 保存科学部主任研究官 門倉 武夫



























































文 化 財 の 保 存 お よ び 修 復 に 関 す る 研 究 の た め の 国 際 研 究 集 会
昭 和52年度 よ り毎 年 開 催 して い る上 記 の集 会 の本 年 度(第10回)は,「ア ジ ア にお け る
仮 面 の 芸 能 」を テ ーマ と して,芸 能 部 の担 当 で 朋催 した。
今 回 は,仮 面 芸 能 研 究 の 視 点 を ア ジ ア 全域 に求 め,関 係 各 国 の 研 究 者 の 参 集 を仰 い
で,ア ジ アに お け る 仮 面 芸 能 の 発展 と交 流 の歴 史 をた だ す こ と を 目的 と した 。 その 具
体 的 内 容 は,各 発 表 題 目の とお りで あ る。





場 所 社 会 教 育 研 修 所




(仮面 芸 能 研 究 の現 状 と将 来)文 化 財 保 護 審 議 会 委 員 本 田 安 次
2.MaskedDramaEastandWest(仮面劇 の東 と 西)
トロ ン ト大 学F・ ホ ー プ
【第1セ ッシ ョン】Demons,DeitiesandReligiousCeremonies(鬼神 と信 仰 儀 礼)
1.AStudyofOniinMaskedPerformancesatJapaneseBuddhistCeremo-
vialOccasions(日本 の仏 教 行 臨 に見 られ る鬼 の 芸 能)
東 京 国 立 文化 財 研 究所 佐 藤 道 子
2.TheLivingTraditionoftheAstamatricaDance-DramaintheKathmandu
Valley,Nepal(ネパ ール,カ トマ ン ズ盆 地 にお け る 舞 踊劇 ア ス タマ トリカ の生 き
た 伝 統)ネ パ ール,ト リブ バ ン大,,,T・D・ ジ ョシ
ー59一
事 業
3.AnOni-ALeadingCharacterofaMaskedObservance(鬼一 仮面 行事 の
主 役)写 真 家 芳 賀 日出 男
4.MaskedFestivalandFolkloreinLadak‐WiththeMaskedDancesof
theHemisMonasteryastheCenterofDiscussion‐(ラダ ック に おけ る仮 面
の 祭 りと民 俗 一 ヘ ミス 寺 院 の仮 面 舞 踊 を 中心 に一)早 稲 田大 学 高 山 茂
5.VariousAspectsofDemonMasksandTheirDevelopmentasN6Masks
(鬼神 面 の種 々相)文 化庁 文 化財 保 謹 部 田辺 三 郎 助
10月1日(水)
【第2セ ッ シ ョン】LionDances(獅子の 卸 踊)
6.TheFunctionsofShiahi・maiinMiharu,Japan(三券 に お け る 獅 子 卸 の機
能)民 俗芸 能 学 会Ill本Jlt子
7.AComparativeStudyofLionDancesinJ叩mandKorea‐Urayama
Shishi・maiandPukchongSazamu‐(日韓 獅 子卸 の 」七校 研 究 一 浦 山獅 子卿 と
北 青獅 子 一)お 茶 の 水 女 子 大 学 朴x羅
8.TheLionDanceinChina‐ComparativeStudyofNorthernDanceand
SouthernDance(中国 の獅 子卸 一 北 獅 と南 獅 の比 鮫 一)
日本 演 劇 学 会 宮尾 慈 良
9."Shishi"and"Baron"‐AHumanbiologicalApproachonTrance-
InducingAnimalMasksinAsia‐(獅子 とバ ロ ンー ア ジア の トラン ス誘 導性 動
物 仮 面 に関 す る人 間 生 物 学 的 研 究 一)筑 波 大 学 大橋 力
【第3セ ッ シ ョン】MaskedDance-Dramas(仮面 抑踊 劇)
10.UseoftheMaskinN6andKy6gen(能・狂o『にお け る仮 面 の 用 法)
東 京 国ll文化 財 研 究 所 羽田 爬
11.DistinctiveCharacteristicsofMaskedDance・DramainThailand‐Focus-
ingo夏RolesandPerformance(タイ に お け る仮 面 芸 能 の 特 質 一 役 割 と演技 に
焦 点 を 当 て て)タ イ,i.1;術局 国 就卸 踊 学 校C.モ ン トリサ ー ト
12.AnEssayonBa‐ATibetanMaskedDrama‐(チペ ッ トの仮 面劇 『届 』試




夏 期 学 術 講 座
面劇 とそ の民 俗 的 基盤)ソ ウル 大 学 李 杜1絃
14.TopenginContemporaryBali(現代 の バ リに お け る トペ ン)
イ ン ドネ シア,国 、γ舞 踊"f校1・M・ バ ン ダ ム
10月2日(木)
1.映 両 「セ ライ ケ ラの チ ョウ」
2.質 疑 応答 ・討 論
司 会 ・昭 和 女 子大,,,後 藤 淑
」.教大学 小 西 正捷
束jk国 、Z文化財 研 究所 三隅 治雄
《参 加 者 》













文化財建造物保存技術協会 山形県旧県会議事堂修理事務所長 木村 勉
② 金唐革模造壁紙の復原と修理の問題点
東京国1fvr1化財研究所修復技術部第二修復技術研究室長 増田 勝彦




































日まで,ア メリカ合衆国,イ ギリス,フ ランス,西 ドイツにおいて,欧 米所在日本
仏教絵画の調査研究を行った。
2.第 二研究室長三輪英夫は,「林忠正宛書簡の研究」のため昭和61年9月19日より10







て,韓 国伝統芸能の学修状況を調査 し,伝統芸能の保存 ・継承のあ り方についての意
見交換を行った。
保存科学部
1.馬 淵久夫化学研究室長は,フ ランス文化省の招請を受け,エ クス ・アン ・プロヴ
ァンスで開催された歴史的オルガン修復会議における講演と美術館の展示環境調査
のため,昭 和61年6月20日から7A2日 までフランス国を訪れた。












1,西 浦忠輝主任研究官は,昭 和61年9月5日から10月31」まで,フ ランス,ベルギ














































ス リ ラ ン カ
フ ラ ン ス
中 華 人 民 共 和 国
ガ 一 ナ
































月 日 「 国 名1所 属 ・ 氏 名
10.20 ア メ リ カ マ サ チ ュ ーセ ッ ツエ科 大学
S.ウ ェ ンデ ル ケ ム







11.29 ボ リ ビ ア 国立考占学協会会長
C.S.ウ ル ク ソ ー
1.29 ト ル コ アンカラ大学考古学科主任教授
ク トゥ ル ・エ ム レ









昭和53年度より招へい研究員の制度が。股けられ,本 年度は国外6名,国 内4名 の研
究員に研究が委嘱され,下 記のように共同研究が行われた。
1)フ ランク・ホフ(カナダ ・トロン ト大学敦授)
共同研究課題 東洋 ・西洋の仮面劇の此較研究
研 究 代 表者 芸能部長 三隅 治雄
委 嘱 期 間61年9月2611～10刀1311
2)ク=z一 ト・アイナール ・ラールセン(ノールウェイエ学研究所教授)
共同研究課題 日欧木造古延築の比較研究
研 究 代 表 者 所長 伊藤 延男
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国際 ・国内交流
委 嘱 期 間62年1刀20日N2月8日
3)郎 紹君(中国芸術研究院美術研究所研究員)
ll同研究課題 近代における日中美術交流
研 究 代 表者 情報資料部写真資料研究室長 鶴田 武良
委 嘱 坦j間62句三2月26日N3/J18「1
4)ペ ル ・ミカェル ・ラールセン(デンマーク王、1`図書館修復担当官)
共同研究課題 紙聾文化財の修復技術に関する研究
研 究 代 表 仔 修復枝術部第二修復技術研究室長 増川 勝彦
委 嘱 期 間62年2月611^-2112611
5)金 正基(韓国前文化財研究所長)
共同研究誤題 日韓両国における建造物,記 念物の比較研究
研 究 代 表者 所長 伊藤 延男
倭 嘱 期 間62年3月9口"3月14口
6)全 明郁(大韓民国文化公報部国立国楽院掌楽課演奏員)
共同研究課題 韓国と日本の伝統芸能保存組織のあり方の比較研究
研 究 代 表 者 芸能部長 三隅 治雄
委 嘱 期 間62年3月23日～3月28f1
7)毛 利 伊知郎(三重県立美術館学芸員)
共同研究課題 美術史関係情報の相互利用に関する研究
研 究 代表 者 情報資料部文献資料研究室長 米倉 迫夫
委 嘱 期 間62年1月12日～1月31日
8)吉 原 忠雄(堺市博物館主任研究官)
共同研究課題 十六羅漢図の研究
研 究 代 表 者 美術部長 柳澤 孝
委 嘱 期 間62年1月26日～2月21口
9)沢 田 正昭(奈良国立文化財研究所K化 財センター遺物処理研究室長)
共同研究課題 非破壊的螢光X線 分析の測定技術の検討
研 究 代 表 者 保存科学部長 江本 竣理





研 究 代表 者 芸能部音楽舞踊研究室長 蒲生 郷昭
委 嘱 期 間62年3月16日～3月24日
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各都道府県市町村教育委員会編集の文化財関係報告膚,美 術関係雑誌,紀 要類,売 立
目録,展 覧会目録などを所蔵 し,所内及び所外の研究者の利用に供 している。
芸能関係図書
雅楽 ・瀞事 ・能 ・歌舞伎 ・文楽 ・邦楽 ・邦舞 ・民俗芸能 ・寄席芸,その他わが国の
伝統芸能の研究に必要な図書7,722冊を所蔵する。演芸画報 ・歌舞伎新報 ・歌舞伎(第
1次)・テア トロ(第1次)・新劇 ・.f:/,i・民俗芸術 ・日本民俗 ・芸能復興 ・郷土研究・































現代美術,西 洋美術の全域にわたり,それぞれ絵画,書 蹟,彫 刻,工 芸,建 築簿の諸
部門に及ぶ。特別大型のものから小型の ものまで総数凡そ26万点,原 板保有量はほぼ
3分の1に あたり,別にマイクロ・フィルム255巻がある。写真資料のほか,拓 本,
作家伝記資料,落款印章資料,近 代 ・現代作家 ・団体 ・作品資料,資 料スクラップ等
と,図書カー ド,図版カード,各租索引類など多数。
芸能関係資料
レコー ド・録音テープ ・写真(8ミリ ・16ミリシネを含む)等による芸能資料を数多
くそなえている。 レコー ドには,毎 年各製作会社から発売される伝統芸能関係 レコー
ドのほか,昭 和35年度文蔀省機関研究費によって購入 した安原コレクションレコー ド
5,450枚が含まれている、,安原コレクシ日ンは,明 治 ・大iE・昭和三代}こわたって発
売された各種邦楽 レコー ドを網羅 したもので,近 代における邦楽の実態 と変遷を知る
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めに設けられた陳列室であって,黒 田清輝の油絵 ・齋描 ・写生帖等を収蔵している。
創、乞当時北として黒田家から寄贈されたものは,油絵125点,素描170点,写生帖等
であるが,そ の後黒田照子夫人,樺 山愛輔,川 中良氏等か らの寄贈が加わった。収蔵
品の ヒなるものは,「知 ・感 ・情」・「花野」・「湖畔」・「赤髪の少女」・「もるる口影」・
「温室花壇」などである。
4.閲 覧 室
本研究所情報資料部の図書写真及び各種研究資料は,主 として研究者 ・学者 ・美術
関係専攻の学生等の利用に供 している。年間の閲覧者数は,約390名である。
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V1.関 係 法 規












第114条 国立文化財研究所は,u化 財に関する調査研究,資 料の作成及びその公1<
を行 う機関とする。
2.国 、k文化財研究所には,x所 を置 くことができる。
3.国 立文化財研究所及びそのK所 の名称位置及び内詔1組織は,文 部省令で定める。
(研究施設の指定)
第115条 国立国語研究所及び国 、ア娼ヒ財研究所は,法 第5条 第37号に規定する政令
で定める研究施設とする,、







関 係 法 規
鋪116条の9国 立文化財研究所の名称及び位置,は 次の衷に掲げるとお りとする。








第118条 東京国,r.文化財研究所に,庶 務課及び次の五部を概 く。
(1)美 術 部

















































関 係 法 規
(情報資料部の二室及び事務)
第122条の3情 報資料部に,文献資料研究室及び写真資料研究室を置く。
2.文 献資料研究室においては,第118条第1号 から第4号 までに掲げる各部の所掌
に係る文献資料その他の資料(写真資料を除 く)の作成,収 集,整理,保管,公表,閲
覧及び調査研究を行なう。
3.写 真資料研究室においては,第118条第1号 から第4号 までに掲げる各部の所掌
に係る写真資料の作成,収 集,整 理,保 管,公 衷,閲 覧及び調査研究を行なう。
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